
総人口の将来推計（住民基本台帳ベース）

三鷹駅南口のイルミネーション
（撮影：まちなかカメラマン　佐久間 俊輔）

アンケートにご協力ください

広報

　～まちの声をカタチにして
　　実践する三鷹の新時代！～
　『第5次三鷹市基本計画』は、令和3年4月に設置した「市
民参加でまちづくり協議会」を中心とした多層的な市民参
加を通して、多くの市民の意見を反映した計画となりま
す。20年後の未来を見据えながら、計画期間4年間の実行
計画として、「まちの声をカタチにして実践する三鷹の新時
代！」をビジョンに掲げ、未来志向のまちづくりを計画的
に進めていきます。

コミュニティ創生と未来への投資
～地域の力と都市基盤の再生～

　優先課題として取り組むべき施策の方向性を「コミュニ
ティ創生と未来への投資」とし、参加と協働を基礎に経営
資源の最適化を図りながら、各施策を効果的に展開してい
きます。

　本計画では、2023（令和5）年9月にまとめた三鷹市将来人口推計を踏ま
え、190,000人を三鷹市の計画人口としました。
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186,599人

第5次三鷹市基本計画（1次案）が第5次三鷹市基本計画（1次案）が
まとまりましたまとまりました

　市では、『第4次三鷹市基本計画』の計画期間終了に伴い、新たな総合
計画である『第5次三鷹市基本計画』の策定に向けて、 「三鷹市市民参加で
まちづくり協議会」（愛称：Machikoe〈マチコエ〉）からの政策提案をはじ
め、市民の皆さんからの多様な意見を聴きながら、取り組みを進めてい
ます。
　このたび、施策の体系や主要事業などを盛り込んだ『第5次三鷹市基本
計画（1次案）』を確定しましたので、その概要をお知らせします。また、
3月の「2次案」の確定に向けて、アンケート（8面参照）を実施します。ぜ
ひ、ご協力ください。

※「1次案」の全文は、市ホームページでご覧いただけます。
また、市立図書館、相談・情報課（市役所2階）、市政窓口、
市民協働センター、コミュニティ・センターで閲覧でき
ます。

総　論

計画の目標年次は、令和9年度です。

まちづくりのビジョン

取り組むべき施策の方向性

計画人口

目標年次

人口推計
　2023（令和5）年1月1日の住民基本台帳人口
をもとに2050（令和32）年までを独自に推計
した将来人口では、2033（令和15）年に最大
190,888人となった後、徐々に減少に転じるも
のと見込んでいます。
　2050年には、最も人口の多い年齢階級が75
〜79歳となり、全体的に高齢者の人口規模が
大きくなります。
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各　論各　論
『第5次三鷹市基本計画（1次案）』の各論から、第1部〜第9部の概要を抜粋版でご紹介します。『第5次三鷹市基本計画（1次案）』の各論から、第1部〜第9部の概要を抜粋版でご紹介します。

づ
く
り

　
外
国
籍
市
民
や
関
係
団
体
な
ど
と
諸
問
題
や

解
決
策
を
と
も
に
考
え
、
外
国
籍
市
民
の
日
常

生
活
の
支
援
に
つ
な
げ
る
な
ど
、
外
国
籍
市
民

の
視
点
や
意
見
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。

❷
市
民
の
国
際
理
解
意
識
の
向
上

◦
多
文
化
共
生
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）の
整
備
に

向
け
た
取
り
組
み

　
三
鷹
駅
前
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
進
捗
に
あ

わ
せ
な
が
ら
整
備
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

都
市
農
業

第1
　
農
地
の
保
全
と
利
用
の
促
進
、
農
業
経
営
の

改
善
と
担
い
手
の
確
保
・
育
成
、
地
産
地
消
、

農
と
の
ふ
れ
あ
い
の
創
出
な
ど
を
図
り
ま
す
。

❶
農
地
制
度
の
活
用
な
ど
に
よ
る
農
地
の
保
全

◦
都
市
農
地
の
貸
借
の
推
進

　
農
地
活
用
を
促
進
し
、
農
業
の
継
続
を
図
り

ま
す
。

❷
農
業
経
営
の
改
善
と
農
業
の
担
い
手
の
育
成

◦
農
業
の
担
い
手
支
援
の
推
進

　
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
や
農
業
支
援
制

度
を
検
討
し
ま
す
。

❸
市
内
産
農
産
物
活
用
お
よ
び
地
産
地
消
の
推

進◦
学
校
給
食
市
内
産
農
産
物
使
用
拡
大
に
向
け

た
取
り
組
み

　
農
産
物
生
産
量
の
拡
充
支
援
お
よ
び
調
達
シ

ス
テ
ム
の
効
率
化
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

◦
三
鷹
農
業
お
よ
び
市
内
産
農
産
物
な
ど
の
Ｐ

Ｒ
の
推
進

　
三
鷹
農
業
、
市
内
産
農
作
物
お
よ
び
加
工
品

の
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

❹
農
と
の
ふ
れ
あ
い
の
推
進

◦
農
業
体
験
の
推
進

　
市
民
農
園
の
利
用
機
会
の
拡
充
を
検
討
す
る

と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
農
園
な
ど
の
設
置

に
向
け
た
支
援
の
在
り
方
を
研
究
し
ま
す
。

平
和

第1
　
核
兵
器
廃
絶
や
恒
久
平
和
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
、
平
和
で
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

❶
平
和
へ
の
思
い
の
継
承

◦
戦
争
資
料
や
戦
争
体
験
の
収
集
・
保
存
・
公
開

　

市
民
の
戦
争
資
料
を
展
示
す
る「
平
和
資
料

コ
ー
ナ
ー
」と「
み
た
か
デ
ジ
タ
ル
平
和
資
料
館
」

の
充
実
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
戦
争
体
験

談
の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
を
推
進
し
ま
す
。

❷
平
和
事
業
の
推
進

◦
平
和
に
関
す
る
啓
発
・
学
習
・
活
動
の
推
進

　
恒
久
平
和
や
積
極
的
平
和
に
関
連
す
る
啓
発

事
業
を
実
施
す
る
ほ
か
、
戦
後
80
年
を
見
据
え
、

平
和
へ
の
思
い
を
つ
な
ぐ
事
業
の
検
討
を
進
め

ま
す
。

人
権

第2
　
制
定
予
定
の『
人
権
を
尊
重
す
る
ま
ち
三
鷹
条

例（
仮
称
）』の
普
及
促
進
や
、
人
権
教
育
、
啓
発

活
動
を
行
う
な
ど
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

❶
人
権
意
識
の
啓
発

◦
人
権
意
識
向
上
の
た
め
の
広
報
・
周
知

　
人
権
週
間
な
ど
の
機
会
を
捉
え
て
、『
人
権
を

尊
重
す
る
ま
ち
三
鷹
条
例（
仮
称
）』の
周
知
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
パ
ネ
ル
展
示
や
講
演
会
、

地
域
経
済

第2
　
地
域
の
人
的
・
技
術
的
・
経
済
的
資
源
な
ど

を
有
効
に
活
用
し
、
創
造
性
、
付
加
価
値
性
の

向
上
な
ど
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま
た
、
事
業
者
、

市
民
と
の
協
働
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
。

❶
商
店
街
支
援
の
推
進

◦
商
店
会
へ
の
支
援
強
化

　
商
店
会
が
行
う
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業
な
ど
へ

の
補
助
や
新
規
出
店
者
へ
の
支
援
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。

❷
創
業
環
境
の
整
備
お
よ
び
支
援
の
拡
充

◦
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
相
談
体
制
の
充
実

　
多
様
な
都
市
型
産
業
を
創
出
し
、
雇
用
を
拡

大
す
る
た
め
、
相
談
内
容
を
問
わ
ず
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
対
応
可
能
な
相
談
体
制
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

◦
三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ
に
お
け
る
産
業
支
援
の
拠

点
整
備

　
都
市
型
産
業
基
盤
施
設
と
し
て
ハ
ー
ド
面
を

整
備
し
、
地
域
産
業
の
活
性
化
の
た
め
、
ソ
フ

ト
面
で
の
拡
充
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

❸
多
様
な
働
き
方
へ
の
支
援

◦
多
様
な
働
き
手
へ
の
支
援

　
女
性
、
若
者
、
シ
ニ
ア
世
代
な
ど
の
就
職
・

再
就
職
に
関
す
る
講
習
や
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す

る
な
ど
、
時
代
に
よ
り
変
化
す
る
多
様
な
働
き

方
を
支
援
し
ま
す
。

❹
中
小
企
業
へ
の
支
援

◦
経
営
相
談
体
制
の
充
実

　
各
種
専
門
家
が
対
応
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

派
遣
を
含
め
た
経
営
相
談
体
制
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
開
催
に
よ
り
、
人
権
意
識
の
啓
発
を

図
り
ま
す
。

◦『
人
権
を
尊
重
す
る
ま
ち
三
鷹
条
例（
仮
称
）』

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
等

　
同
条
例
の
理
念
や
人
権
へ
の
理
解
を
深
め
る

た
め
、
条
例
を
解
説
す
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
な
ど

を
作
成
し
、
条
例
の
普
及
啓
発
を
図
り
ま
す
。

❷
人
権
を
尊
重
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

◦
人
権
に
関
す
る
相
談
体
制
の
構
築

　
人
権
に
関
す
る
専
門
の
相
談
員
を
設
置
し
、

不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
な
ど
、
市
民
か
ら
の

相
談
に
応
じ
る
体
制
を
整
え
ま
す
。

男
女
平
等
参
画

第3
　
女
性
の
活
躍
が
促
進
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
力
を
発
揮
で
き
、
ま
た
、
性
別
や
性
的
指

向
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
か

か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ
と

が
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

❶
男
女
平
等
参
画
に
関
す
る
施
策
の
推
進

◦「
男
女
平
等
参
画
の
た
め
の
三
鷹
市
行
動
計

画
」に
基
づ
く
施
策
の
推
進

　
同
計
画
の
改
定
に
当
た
り
、「
困
難
な
問
題
を

抱
え
る
女
性
へ
の
支
援
に
関
す
る
基
本
計
画
」

を
新
た
に
位
置
づ
け
る
な
ど
、
男
女
平
等
参
画

に
関
す
る
各
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

◦
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の
運
用

　
導
入
予
定
の「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制

度
」を
適
切
に
運
用
し
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く

生
き
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
を
め

ざ
し
ま
す
。

❷
男
女
平
等
参
画
を
阻
害
す
る
暴
力
の
防
止
と

被
害
者
支
援

◦
Ｄ
Ｖ
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
未
然
防
止

と
早
期
発
見

　
D
V
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
防
止
に
向
け

た
啓
発
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

国
際
化

第4
　
外
国
籍
市
民
へ
の
日
常
生
活
の
支
援
や
地
域

社
会
に
適
応
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む

ほ
か
、多
様
な
国
籍
や
文
化
の
人
々
が
共
生
し
、

快
適
に
暮
ら
せ
る
国
際
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

❶
外
国
籍
市
民
等
の
支
援

◦
外
国
籍
市
民
等
の
視
点
を
生
か
し
た
地
域

M-マルシェでにぎわう中央通り商店会

日
々
の
暮
ら
し
の

日
々
の
暮
ら
し
の

基
盤
と
な
る

基
盤
と
な
る

平
和
・
人
権
の

平
和
・
人
権
の

ま
ち
ま
ち

第❶部

魅
力
あ
ふ
れ
る

魅
力
あ
ふ
れ
る

活
力
・
に
ぎ
わ
い

活
力
・
に
ぎ
わ
い

の
ま
ち

の
ま
ち

第❷部

2024年平和カレンダー
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都
市
観
光

第3
　
に
ぎ
わ
い
の
創
出
・
魅
力
発
信
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
認
知
度
を
高
め
、
観
光
客

の
訪
れ
を
促
進
し
ま
す
。

❶
観
光
資
源
を
活
用
し
た
に
ぎ
わ
い
の
創
出

◦
観
光
資
源
の
回
遊
性
向
上

　
観
光
資
源
の
一
層
の
Ｐ
Ｒ
を
図
る
と
と
も
に
、

域
内
の
周
遊
・
来
訪
人
口
の
増
加
を
め
ざ
し
ま
す
。

❷
み
た
か
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
・
推
進

◦
観
光
資
源
の
磨
き
上
げ

　
観
光
情
報
を
一
覧
化
し
た
特
設
サ
イ
ト
を
開

設
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
組
み
合
わ
せ
た
効
果
的
な
情

報
発
信
を
通
し
て
、
三
鷹
の
魅
力
向
上
を
図
り

ま
す
。

都
市
再
生

第1
　
「“
百
年
の
森
〟構
想
」の
実
現
に
向
け
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
特
性
を
生
か
し
た
魅
力
的
な
ま
ち
を

め
ざ
し
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

❶
地
域
特
性
が
生
き
る
ま
ち
の
拠
点
の
整
備

◦
三
鷹
駅
前
地
区
再
開
発
の
推
進

　
三
鷹
駅
前
地
区
に
お
け
る“
子

ど
も
の
森
〟を

コ
ン
セ
プ
ト
と

し
た
三
鷹
駅
南

口
中
央
通
り
東

地
区
再
開
発
事

業（
約
1.5
ha)

を

中
心
に
、
緑
あ

ふ
れ
る
安
全
で

快
適
な
都
市
空

間
の
創
出
や
災

害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

◦
国
立
天
文
台
と
連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
天
文
台
の
森
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
新
た
な
地

域
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

態
の
見
直
し
を
検
討
、
実
施
し
ま
す
。

❸
交
通
安
全
対
策
の
推
進

◦
自
転
車
事
故
の
防
止

　
警
察
関
係
機
関
や
交
通
安
全
対
策
地
区
委
員

会
と
連
携
し
、
交
通
ル
ー
ル
の
周
知
や
マ
ナ
ー

向
上
に
向
け
た
啓
発
・
指
導
の
強
化
を
図
り
ま

す
。
自
転
車
講
習
会
や
交
通
安
全
教
室
な
ど
の

実
施
・
拡
充
に
取
り
組
み
ま
す
。

緑
と
公
園

第5
　
緑
地
や
農
地
な
ど
の
保
全
対
策
や
緑
化
助
成

な
ど
を
推
進
し
、
防
災
機
能
を
備
え
つ
つ
、
緑

豊
か
で
う
る
お
い
の
あ
る
公
園
都
市
を
形
成
し

ま
す
。

❶
緑
と
三
鷹
の
原
風
景
の
保
全

◦
ふ
れ
あ
い
の
里
の
保
全

　
大
沢
の
里
、
牟
礼
の
里
、
丸
池
の
里
の
豊
か

な
地
域
資
源
の
保
存
と
活
用
に
取
り
組
み
ま

す
。
牟
礼
の
里
は
、
市
民
と
農
業
と
の
ふ
れ
あ

い
の
場
の
創
出
と
、
牟
礼
の
里
公
園
か
ら
玉
川

上
水
ま
で
の
連
続
し
た
空
間
を
確
保
し
ま
す
。

❷
緑
の
ま
ち
の
創
出

◦「“
百
年
の
森
”構
想
」の
実
現

　
三
鷹
駅
前
地
区
か
ら
市
内
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま

な
緑
地
・
里
・
樹
林
・
農
地
を
緑
で
つ
な
ぎ
、

市
全
体
を「
緑
の
ま
ち
」に
す
る
こ
と
を
め
ざ
し

ま
す
。

❸
安
全
で
安
心
な
魅
力
の
あ
る
公
園
再
生

◦
特
色
の
あ
る
公
園
づ
く
り

　
多
世
代
が
利
用
で
き
る
機
能
を
備
え
た
公
園

を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
特
色
の
あ
る
公
園
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

◦
市
民
等
と
の
協
働
に
よ
る
公
園
の
維
持
管
理

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
市
民
ら
と
の
協

働
に
よ
る
公
園
の
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

防
犯

第1
　
防
犯
活
動
の
一
層
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、

進
め
ま
す
。
地
域
の
共
有
地「
お
お
さ
わ
コ
モ

ン
ズ
」の
創
出
に
向
け
て
、「
土
地
利
用
整
備
計

画（
仮
称
）」の
策
定
や
施
設
、
道
路
な
ど
の
設

計
に
取
り
組
み
ま
す
。

❷
公
有
地
を
有
効
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

◦
井
口
特
設
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
利
活
用
の
推
進

　
災
害
時
に
は
一
時
避
難
場
所
と
な
る
恒
久
的

な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
や
市
内
医
療
体
制
の

充
実
を
図
る
た
め
の
医
療
機
関
の
誘
致
に
取
り

組
み
ま
す
。道

路

第2
　
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
や
地
域
の
安
全

安
心
の
確
保
、
自
転
車
走
行
空
間
や
歩
行
空
間

の
確
保
な
ど
、
安
全
で
快
適
な
道
路
空
間
の
創

出
に
取
り
組
み
ま
す
。

❶
主
要
幹
線
道
路
等
の
整
備

◦
ま
ち
づ
く
り
と
一
体
で
進
め
る
み
ち
づ
く
り

　
東
京
外
か
く
環
状
道
路
中
央
Ｊ
Ｃ
Ｔ
周
辺
や

東
八
道
路
な
ど
に
お
い
て
沿
道
の
用
途
地
域
の

見
直
し
や
地
区
計
画
な
ど
の
指
定
に
取
り
組
む

な
ど
、
持
続
可
能
で
魅
力
あ
る
地
域
の
ま
ち
づ

く
り
と
み
ち
づ
く
り
を
一
体
的
に
進
め
ま
す
。

❷
主
要
生
活
道
路
等
の
整
備

◦
牟
礼
地
区
生
活
道
路
緊
急
安
全
対
策
の
実
施

　
歩
行
者
な
ど
の
安
全
性
が
懸
念
さ
れ
る
牟
礼
地

区
に
つ
い
て
、
交
通
安
全
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

❸
橋
梁
の
再
生
・
整
備

◦
宮
下
橋
の
架
け
替
え

　
令
和
8
年
度
の
供
用
開
始
を
め
ざ
し
架
け
替

え
を
行
い
、
安
全
・
安
心
な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
確
保
し
ま
す
。

❹
安
全
安
心
な
道
路
環
境
の
構
築

◦
自
転
車
交
通
環
境
の
整
備

　
幹
線
道
路
に
お
け
る
自
転
車
走
行
空
間
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
に
合
わ
せ
、
自
転
車
ナ
ビ
マ
ー
ク

や
通
行
帯
の
設
置
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

◦
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配
慮
し
た
み
ち
づ
く
り
の
推
進

　

全
て
の
人
が
安
心
し
て
通
行
で
き
る
よ
う

に
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
し
ま
す
。

住
環
境

第3
　
土
地
利
用
制
度
を
活
用
し
、
都
市
環
境
を
緑

豊
か
で
良
好
に
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
が
安
心

で
き
る
居
住
環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

❶
良
好
な
都
市
環
境
の
形
成

防
犯
に
対
す
る
注
意
喚
起
に
取
り
組
み
ま
す
。

❶
防
犯
活
動
の
拡
充

◦
市
民
参
加
に
よ
る
防
犯
活
動
の
推
進

　
子
ど
も
の
見
守
り
や
、
空
き
巣
な
ど
日
常
生

活
の
犯
罪
予
防
を
推
進
し
ま
す
。
安
全
安
心
・

市
民
協
働
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
の
拡
充
や
市
内
事

業
者
に
よ
る
見
守
り
協
力
体
制
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
市
民
活
動
の
一
層
の
活
性
化
を
図
り
、

顔
が
見
え
る
関
係
性
を
構
築
し
ま
す
。

❷
犯
罪
抑
止
策
の
推
進

◦
自
動
通
話
録
音
機
の
貸
与

　
主
に
高
齢
者
が
居
住
す
る
世
帯
を
対
象
に
貸

し
出
し
、
特
殊
詐
欺
や
消
費
者
被
害
な
ど
の
防

止
を
図
り
ま
す
。

防
災

第2
　
市
民
の
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
の
防
災
活
動
団
体
等
に
対
す
る
支
援
を
強
化

し
ま
す
。
ま
た
、
市
の
危
機
管
理
体
制
や
防
災
拠

点
機
能
の
強
化
を
推
進
し
ま
す
。

❶
防
災
都
市
づ
く
り
の
推
進

◦
災
害
に
強
い
基
盤
整
備
の
推
進

　
『
東
京
都
建
築
安
全
条
例
』に
よ
る
新
た
な
防

火
規
制
の
指
定
や（
仮
称
）防
災
区
画
道
路
の
拡

幅
整
備
を
誘
導
す
る
地
区
計
画
の
指
定
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
井
の
頭
地
域
の
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
を
推
進
し
ま
す
。

❷
地
域
の
防
災
力
の
強
化

◦
M
i
t
a
k
a
み
ん
な
の
防
災
と
の
連
携
強
化

　
自
助
と
共
助
の
防
災
力
向
上
や
、
小
・
中
学

校
に
お
け
る
防
災
教
育
の
充
実
・
強
化
に
取
り

組
み
ま
す
。

◦
持
続
可
能
な
質
の
高
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　
地
域
特
性
を
生
か
し
た
土
地
利
用
の
誘
導
や

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。ま
た
、「
立

地
適
正
化
計
画
」を
策
定
し
、
居
住
機
能
や
都
市

機
能
の
立
地
を
適
切
に
誘
導
す
る
こ
と
に
よ
り
、

防
災
性
と
居
住
環
境
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

❷
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

◦「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
構
想
」

の
改
定
と
推
進

　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
関
す
る
教
育
啓
発

特
定
事
業
を
実
施
し
、
市
民
の
理
解
と
協
力
を

得
る
こ
と
が
当
た
り
前
と
な
る
環
境
を
整
備
し

ま
す
。

❸
住
宅
施
策
の
総
合
的
な
推
進

◦
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
住
ま
い
づ
く

り
の
実
現

　
「
住
宅
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
、
住
生

活
の
安
定
の
確
保
お
よ
び
向
上
の
促
進
に
関
す

る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
ま
す
。

◦
空
き
家
等
対
策
の
推
進

　
空
き
家
所
有
者
と
活
用
希
望
者
と
の
マ
ッ
チ

ン
グ
を
行
う
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
、
空
き
家
等

の
活
用
を
促
進
し
ま
す
。

◦
住
宅
確
保
要
配
慮
者
へ
の
居
住
支
援

　
居
住
支
援
協
議
会
を
設
立
し
、
民
間
賃
貸
住
宅

へ
の
円
滑
な
入
居
や
住
ま
い
の
見
守
り
を
促
進
し

ま
す
。
ま
た
、
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
制
度

を
整
備
・
活
用
し
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

交
通
環
境

第4
　
持
続
可
能
で
快
適
な
交
通
環
境
を
推
進
し
ま

す
。
ま
た
、
三
鷹
駅
南
口
駅
前
広
場
の
交
通
混

雑
解
消
、
自
転
車
交
通
環
境
の
改
善
や
交
通
安

全
意
識
の
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。

❶
公
共
交
通
の
利
便
性
の
向
上

◦
み
た
か
バ
ス
ネ
ッ
ト
の
抜
本
的
な
見
直
し

　
路
線
バ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
と

併
せ
、
地
域
の
身
近
な
移
動
手
段
と
な
る
A
I

デ
マ
ン
ド
交
通
を
活
用
し
、
公
共
交
通
環
境
の

整
備
を
進
め
ま
す
。

❷
自
転
車
交
通
環
境
の
整
備

◦
駅
周
辺
駐
輪
場
の
見
直
し

　
ま
ち
づ
く
り
の
進
捗
に
合
わ
せ
利
用
状
況
な

ど
を
考
慮
し
、
駐
輪
場
施
設
の
拡
充
や
利
用
形

三鷹駅南口中央通り東地区再開発事業のイメージ
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第❸部
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ち

安
全
安
心
の
ま
ち

第❹部

小学生向け防災講座
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全
て
の
住
区
へ
の
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー 

タ
ー
の
配
置
を
進
め
ま
す
。

❸
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

◦
災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者
の
支
援

　
災
害
時
に
要
支
援
者
が
ス
ム
ー
ズ
に
避
難
で

き
る
よ
う
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
や
相
談
支

援
事
業
所
な
ど
と
連
携
し
て
個
別
避
難
計
画
の

作
成
を
進
め
ま
す
。

高
齢
者
福
祉

第2
　
包
括
的
な
支
援
体
制
の
構
築
や
医
療
と
介
護

の
連
携
強
化
な
ど
に
よ
り
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
を
よ
り
一
層
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、「
地
域
共

生
社
会
の
実
現
」を
め
ざ
し
ま
す
。

❶
在
宅
医
療
・
介
護
の
推
進
体
制
の
強
化

◦
福
祉
L
a
b
o
ど
ん
ぐ
り
山
に
よ
る
在
宅
医

療
・
介
護
の
推
進

　
3
つ
の
取
り
組
み（
先
進
的
な
技
術
・
サ
ー

ビ
ス
の
実
装
、
介
護
人
財
の
育
成
、
在
宅
生
活

の
継
続
を
支
援
す
る
た
め
の
市
独
自
サ
ー
ビ
ス

の
実
施
）の
有
機
的
な
連
携
に
よ
り
、
高
齢
者

が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
実
現
し
ま
す
。

❷
認
知
症
高
齢
者
の
支
援
と
権
利
擁
護
の
推
進

◦
認
知
症
施
策
の
計
画
的
な
推
進

　
市
の
認
知
症
に
係
る
計
画
の
策
定
や
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
検
討
し
、
認
知
症
施
策
の
総
合

的
か
つ
計
画
的
な
推
進
を
図
り
ま
す
。

❸
介
護
予
防
・
フ
レ
イ
ル
予
防
の
推
進

　
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
標
に
、
要
介
護
状
態

に
な
る
前
か
ら
積
極
的
に
健
康
づ
く
り
に
取
り

な
ど
を
推
進
し
、
使
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
削
減
し

ま
す
。
ま
た
、
太
陽
光
発
電
設
備
や
蓄
電
池
な

ど
を
導
入
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用

し
ま
す
。

◦「
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
」の
推
進
に
向

け
た
施
策
の
取
り
組
み

　
市
内
で
使
用
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
化
や
、
姉
妹
都
市
な
ど
と
の
連
携

に
よ
る
森
林
整
備
で
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削

減
を
図
る
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
事
業
な
ど
を

進
め
ま
す
。

❷
気
候
変
動
へ
の
適
応

◦
熱
中
症
対
策
・
予
防
の
推
進

　
庁
内
横
断
的
な
体
制
を
整
備
し
、
全
て
の
関

係
部
署
で
熱
中
症
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

❸
環
境
へ
の
意
識
啓
発

◦
環
境
学
習
・
啓
発
事
業
の
推
進

　
「
み
た
か
環
境
活
動
推
進
会
議
」と
の
協
働
に

よ
り
、
環
境
講
座
や
体
験
学
習
の
機
会
を
提
供

し
ま
す
。

❹
人
と
自
然
の
共
生

◦
農
地
・
緑
地
の
保
全

　
市
内
産
農
作
物
の
活
用
や
自
然
緑
地
の
重
点

的
保
全
な
ど
に
取
り
組
み
、
緑
や
水
環
境
を
保

全
し
ま
す
。
ま
た
、
公
園
緑
地
の
改
修
・
拡
充

に
よ
り
、
身
近
な
緑
地
を
つ
く
り
育
て
ま
す
。

ご
み
処
理

第2
　
廃
棄
物
の
３
Ｒ（
リ
ユ
ー
ス
、
リ
デ
ュ
ー
ス
、

リ
サ
イ
ク
ル
）の
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も

に
、
循
環
型
社
会
の
構
築
を
め
ざ
し
ま
す
。

❶
ご
み
の
減
量
・
資
源
化
、
適
正
処
理
の
推
進

◦
資
源
循
環
の
促
進

　
3
Ｒ
に
加
え
て
、
循
環
経
済
の
実
現
に
向
け

製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め

る
と
と
も
に
、
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
し
ま

す
。

◦
適
正
処
理
の
推
進

　
小
型
充
電
式
電
池
と
そ
の
内
蔵
製
品
の
適
正

処
理
に
向
け
た
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

❷
ご
み
処
理
施
設
の
維
持
・
保
全

◦
ふ
じ
み
衛
生
組
合
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の

更
新
に
向
け
た
取
り
組
み

　

不
燃
物
処
理
資
源
化
施
設
で
あ
る
同
セ
ン 

タ
ー
の
更
新
に
向
け
た
工
事
を
進
め
、
令
和
10

年
度
の
稼
働
を
め
ざ
し
ま
す
。

❸
危
機
管
理
体
制
の
強
化

◦
市
民
へ
の
情
報
伝
達
体
制
の
強
化

　
発
災
時
に
的
確
な
情
報
発
信
を
実
施
す
る
た

め
、
防
災
行
政
無
線
の
適
切
な
維
持
管
理
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
も
含

め
た「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
シ
ス
テ
ム
」の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

❹
防
災
拠
点
の
強
化
と
被
災
者
支
援

◦
災
害
対
策
用
備
蓄
品
の
適
正
な
更
新

　
災
害
用
備
蓄
品
を
計
画
的
に
更
新
し
ま
す
。

防
災
備
蓄
倉
庫
に
備
蓄
し
て
い
る
食
料
や
災
害

対
策
用
資
機
材
の
適
正
配
置
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
避
難
所
に
お
け
る
充
電
環
境
の
整
備
な
ど

に
努
め
ま
す
。

消
費
者
保
護

第3
　
消
費
者
教
育
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
高
齢

者
を
見
守
る
側
の
消
費
者
教
育
や
事
業
者
向
け
の

啓
発
も
併
せ
て
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
関
係
機

関
と
連
携
し
た
見
守
り
体
制
も
充
実
さ
せ
ま
す
。

❶
消
費
者
被
害
の
防
止

◦
消
費
者
被
害
防
止
施
策
の
実
施

　
市
民
や
消
費
者
団
体
、
事
業
者
な
ど
と
連
携

し
、
各
種
消
費
者
被
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
す
。

❷
消
費
者
生
活
の
充
実

◦
消
費
者
教
育
の
充
実
お
よ
び
推
進

　
若
者
や
高
齢
者
、
高
齢
者
を
見
守
る
側
へ
の

消
費
者
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

環
境

第1
　
市
民
の
環
境
へ
の
意
識
や
行
動
を
高
め
る
施

策
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
設
置
を
補
助
し
、
環
境
負

荷
の
少
な
い
設
備
の
普
及
を
図
り
ま
す
。

❶
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

◦
公
共
施
設
に
お
け
る
省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
活
用

　
建
物
の
高
断
熱
化
や
設
備
機
器
の
高
効
率
化

組
め
る
よ
う
、
介
護
予
防
教
室
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

❹
住
宅
支
援
の
充
実
・
推
進

◦
住
ま
い
の
支
援

　
高
齢
者
の
住
環
境
の
支
援
策
に
つ
い
て
、
居

住
支
援
協
議
会
に
お
い
て
検
討
を
進
め
ま
す
。

障
が
い
者
福
祉

第3
　
障
が
い
の
あ
る
人
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
や
状

況
に
応
じ
た
切
れ
目
の
な
い
支
援
に
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
生
涯
に
わ
た
り
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
け
る「
共
生
社
会
の
充
実
」を
め
ざ
し
ま
す
。

❶
互
い
を
理
解
し
、
認
め
合
う
地
域
づ
く
り

◦
障
が
い
に
対
す
る
理
解
促
進
と
障
が
い
者
の

権
利
保
障

　
「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」を
推
進
す
る
活
動
を

積
極
的
に
行
い
ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
者
差
別

解
消
の
取
り
組
み
と
し
て
、
事
業
者
な
ど
に
向

け
た
合
理
的
配
慮
に
つ
い
て
の
啓
発
や
、
虐
待

防
止
の
た
め
の
早
期
発
見
、
早
期
対
応
お
よ
び

未
然
防
止
の
た
め
の
周
知
・
啓
発
を
行
い
ま
す
。

❷
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
切
れ
目
の
な
い

地
域
生
活
の
支
援

◦
障
が
い
者
の
生
活
支
援
の
充
実

　
相
談
支
援
機
関
が
中
心
と
な
り
、
切
れ
目
の
な

い
支
援
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
住
ま
い
の

支
援
に
つ
い
て
、
検
討
を
進
め
ま
す
。

◦
家
族
支
援
の
充
実

　
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
や
医
療
的
ケ
ア
の
必

要
な
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
家
族
の
支
援
に
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
レ
ス
パ
イ
ト
事
業
の
充

実
を
め
ざ
し
、
調
布
基
地
跡
地
福
祉
施
設
の
整

備
を
進
め
ま
す
。

❸
障
が
い
の
あ
る
人
を
支
え
る
地
域
の
基
盤
整
備

◦
施
設
整
備
の
推
進

　
調
布
基
地
跡
地
福
祉
施
設
に
つ
い
て
、
重
症

心
身
障
が
い
者（
児
）、
重
度
知
的
障
が
い
者

（
児
）を
対
象
と
し
た
２
施
設
の
令
和
7
年
度
中

の
開
設
に
向
け
て
進
め
ま
す
。

生
活
支
援

第4
　

生
活
困
窮
者
へ
の
自
立
相
談
支
援
や
生
活

保
護
制
度
へ
の
適
時
適
切
な
相
談
、
活
用
を

通
じ
て
、
世
帯
の
状
況
に
応
じ
た
生
活
支
援

を
進
め
ま
す
。

下
水
道

第3
　
耐
震
化
や
長
寿
命
化
対
策
、
東
部
処
理
区
の

流
域
下
水
道
編
入
に
向
け
た
関
係
機
関
と
の
調

整
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
雨
水
流
出
抑
制

型
下
水
道
へ
の
転
換
を
引
き
続
き
図
り
ま
す
。

❶
安
定
し
た
下
水
道
機
能
の
確
保

◦
地
震
対
策
の
推
進

　
下
水
道
管
路
施
設
の
耐
震
性
能
の
調
査
と
耐

震
化
工
事
に
取
り
組
み
ま
す
。

❷
都
市
型
水
害
対
策
の
推
進

◦
止
水
板
設
置
の
促
進

　
建
物
の
出
入
り
口
に
止
水
板
を
設
置
す
る

工
事
な
ど
に
対
す
る
助
成
制
度
に
つ
い
て
一

層
の
周
知
を
図
り
、
自
助
の
取
り
組
み
を
支

援
し
ま
す
。

❸
東
部
処
理
区
の
流
域
下
水
道
へ
の
編
入

◦
東
部
処
理
区
の
流
域
下
水
道
へ
の
編
入

　
東
京
都
や
関
係
市
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機

関
と
の
調
整
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

地
域
福
祉

第1
　
多
様
な
主
体
が
参
画
し
、
世
代
や
分
野
を
超

え
て
つ
な
が
る
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
め
ざ

し
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
地
域
福
祉
を

推
進
し
ま
す
。

❶
健
康
福
祉
総
合
計
画
等
の
策
定

◦『
健
康
福
祉
総
合
計
画
2
0
2
7
』の
策
定
と

推
進

　
全
て
の
市
民
が
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
地

域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
多
様
な
主
体
が

連
携
し
て
支
え
合
う
包
括
的
な
仕
組
み
を
確
立

し
ま
す
。

❷
地
域
で
共
生
す
る
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
の
推
進

◦
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
推
進

　
制
度
の
は
ざ
ま
に
あ
っ
て
支
援
が
受
け
ら
れ

な
い
方
な
ど
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

共
助
の
基
盤
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

持
続
可
能
な

持
続
可
能
な

社
会
を
実
現
す
る

社
会
を
実
現
す
る

環
境
・
循
環
の

環
境
・
循
環
の

ま
ち
ま
ち

第❺部

誰
も
が
安
心
し
て

誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
健
康
・

暮
ら
せ
る
健
康
・

福
祉
の
ま
ち

福
祉
の
ま
ち

第❻部

福祉Laboどんぐり山での事業の様子（仮想現実技術の体験）
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❶
生
活
保
護
制
度
の
適
正
な
運
用

◦
生
活
保
護
制
度
の
適
正
か
つ
適
切
な
運
用
と

情
報
発
信

　
日
常
生
活
の
支
援
を
は
じ
め
、
社
会
的
・
経

済
的
な
自
立
に
向
け
た
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
支
援
を
必
要
と
す
る
人
が
生
活
保
護
申

請
を
躊
躇（
ち
ゅ
う
ち
ょ
）す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
制
度
の
普
及
啓
発
に
努
め
ま
す
。

❷
生
活
保
護
受
給
者
の
自
立
支
援
の
充
実

◦
自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
用
に
よ
る
関
係

機
関
と
連
携
し
た
支
援
の
推
進

　
就
労
支
援
、
退
院
促
進
支
援
、
健
康
管
理
支

援
な
ど
専
門
的
知
見
を
有
す
る
ス
タ
ッ
フ
・
機
関

に
よ
る
自
立
促
進
に
向
け
た
支
援
を
進
め
ま
す
。

❸
生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
の
充
実

◦
住
宅
確
保
要
配
慮
者
等
に
対
す
る
支
援
の
推
進

　
住
宅
困
窮
に
対
す
る
有
効
な
支
援
の
た
め
、

居
住
支
援
協
議
会
と
の
連
携
を
検
討
し
ま
す
。

❹
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営

◦
保
険
財
政
の
健
全
化

　
適
正
な
受
益
と
負
担
の
在
り
方
を
踏
ま
え
た
国

民
健
康
保
険
税
の
改
定
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

保
険
財
政
健
全
化
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

❺
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
適
切
な
対
応

　

適
切
な
事
務
の
遂
行
と
制
度
改
正
な
ど
に

関
す
る
周
知
を
行
う
と
と
も
に
、
市
民
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
に
誠
実
・
丁
寧
に
対
応
し
ま
す
。

健
康
増
進

第5
　
健
康
づ
く
り
の
推
進
と
疾
病
予
防
の
推
進
を

両
輪
に
据
え
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
い
つ
ま
で

も
元
気
で
い
き
い
き
と
暮
ら
す
た
め
に
、
多
様

な
主
体
と
協
働
し
て
生
涯
を
通
じ
た
健
康
増
進

の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

❶
健
康
づ
く
り
の
推
進

◦
地
域
で
進
め
る
健
康
づ
く
り

　
健
康
に
関
す
る
情
報
の
普
及
啓
発
や
講
座
の

開
催
に
よ
り
、
地
域
全
体
の
健
康
意
識
の
向
上

や
担
い
手
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

◦
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
踏
ま
え
た
健
康
づ
く
り

　
自
分
自
身
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
意
識
し
、

生
涯
に
お
い
て
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ

う
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
若
者
ら
が
参

加
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
活
用
し
て
、
若
い
世

代
の
相
談
支
援
の
充
実
を
図
り
、
健
康
づ
く
り

を
支
援
し
ま
す
。

❷
疾
病
予
防
の
推
進

く
り
の
中
で
、
義
務
教
育
学
校
の
制
度
を
活
用

し
た
新
し
い
小
・
中
一
貫
教
育
校
の
整
備
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

❷
個
人
と
社
会
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
実
現

の
た
め
の
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
教
育
の

推
進

◦
知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
子
ど
も
を
育

て
る
教
育
内
容
の
充
実

　
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
、
探

究
型
学
習
活
動
の
推
進
、
外
国
語
教
育
の
充
実

や
小
学
校
に
お
け
る
一
部
教
科
担
任
制
の
推
進

な
ど
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
道
徳
教
育
の
充
実

や
デ
ジ
タ
ル
・
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
健
や
か
な
体
の
育
成
に
向

け
た
授
業
改
善
な
ど
、
健
康
・
安
全
教
育
の
充

実
に
取
り
組
み
ま
す
。

◦
個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
の
推
進

　
個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
の
一
体

的
な
充
実
を
図
り
、
子
ど
も
の
資
質
・
能
力
の

育
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

◦
教
育
支
援
の
充
実

　
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
適

切
な
教
育
支
援
を
行
う
た
め
、
医
療
的
ケ
ア
が

必
要
な
児
童
・
生
徒
へ
の
支
援
や
教
育
支
援
学

級
の
充
実
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

❸
子
ど
も
た
ち
を
導
い
て
い
く
教
職
員
の
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
実
現

◦
学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
推
進

　
専
門
ス
タ
ッ
フ
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と

で
、
教
員
が
職
務
に
専
念
で
き
る
環
境
の
整
備

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
教
員
の
健
康
保
持
増

進
を
図
り
ま
す
。

❹
安
全
・
安
心
で
快
適
な
学
び
の
環
境
整
備

◦「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」の
推
進

　
国
民
健
康
保
険
法
に
基
づ
く
同
計
画
を
推
進

し
、
特
定
健
康
診
査
な
ど
の
結
果
を
活
用
し
た

効
果
的
・
効
率
的
な
保
健
事
業
の
実
施
を
図
り

ま
す
。

◦
が
ん
検
診
等
の
推
進

　
医
師
会
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
科
学
的
根

拠
に
基
づ
く
が
ん
検
診
の
実
施
に
努
め
る
と
と
も

に
、
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
を
図
り
ま
す
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

第1
　
全
て
の
子
ど
も
の
権
利
が
守
ら
れ
、
子
ど
も

た
ち
が
主
体
的
に
活
動
し
、
自
分
ら
し
く
安
心

し
て
成
長
で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

連
携
体
制
の
強
化
、
整
備
を
図
り
、
子
ど
も
の

健
や
か
な
成
長
を
支
え
ま
す
。

❶
子
ど
も
の
人
権
の
尊
重

◦
子
ど
も
の
人
権
擁
護
の
推
進

　
『
子
ど
も
人
権
基
本
条
例（
仮
称
）』を
制
定
し

ま
す
。
制
定
に
当
た
っ
て
は
、
子
ど
も
の
意
見

を
集
約
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
情
報
を
公

開
し
な
が
ら
取
り
組
み
ま
す
。

❷
子
育
て
支
援
の
充
実

◦
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
の
さ

ら
な
る
充
実

　
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
」の
一

層
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
気
軽
な
相
談
や
交

流
の
場
の
創
出
と
、
当
事
者
の
視
点
に
立
っ
た
相

談
支
援
機
能
を
充
実
さ
せ
、
切
れ
目
の
な
い
包
括

的
な
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

❸
子
ど
も
・
若
者
支
援
事
業
の
推
進

◦
地
域
に
お
け
る
総
合
的
な
子
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
の
拡
充

　
学
校
を
拠
点
と
し
た
子
ど
も
た
ち
の
安
全
で

安
心
な
居
場
所
や
東
西
多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー

を
は
じ
め
と
し
た
地
域
の
施
設
な
ど
に
お
け
る

子
ど
も
の
居
場
所
を
確
保
す
る
な
ど
、
地
域
で

子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。　
　
　

◦
誰
も
が
安
全
安
心
で
快
適
に
学
べ
る
学
校
施

設
・
設
備
の
整
備
の
推
進

　
「
新
都
市
再
生
ビ
ジ
ョ
ン
」に
基
づ
き
計
画
的

な
改
修
工
事
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
更

新
時
期
を
迎
え
る
中
原
小
学
校
お
よ
び
第
四
中

学
校
に
つ
い
て
は
、「
学
校
３
部
制
」に
対
応
し

た
校
舎
の
建
て
替
え
に
取
り
組
み
ま
す
。

❺
ス
ク
ー
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発
展

◦
地
域
の
共
有
地「
コ
モ
ン
ズ
」と
し
て
の
学
校

3
部
制
の
推
進

　
朝
の
時
間
帯
を
含
め
た
第
2
部
、
第
3
部
の

充
実
を
図
り
、「
学
校
3
部
制
」を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
国
立
天
文
台
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
の
中

で
、「
学
校
3
部
制
」の
モ
デ
ル
と
な
る
学
校
の

整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

生
涯
学
習

第1
　
学
習
環
境
の
整
備
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

学
習
者
の
学
び
の
段
階
に
応
じ
た
多
様
な
学
び

の
機
会
の
確
保
と
情
報
提
供
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
学
習
の
成
果
を
地
域
社
会
に
還
元
し
て
い

く「
学
び
と
活
動
の
循
環
」を
推
進
し
ま
す
。

❶
生
涯
学
習
の
基
盤
づ
く
り

◦
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
生
涯
学

習
環
境
の
充
実

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
生
涯
学

習
環
境
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

❷
多
様
な
学
び
の
機
会
と
情
報
の
提
供

◦
学
び
の
段
階
に
応
じ
た
学
習
機
会
の
提
供

　
学
び
の
段
階
に
応
じ
た
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

提
供
す
る
な
ど
、
講
座
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◦
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
別
学
習
機
会
の
充
実

　
地
域
で
の
子
ど
も
の
学
び
や
就
労
世
代
を
対

象
と
し
た
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
な
ど
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
幅
広
く
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
す
。

❸
人
財
の
育
成
と
活
動
の
場
の
提
供

◦
相
談
体
制
の
充
実

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
の
相
談
に
対
応

❹
保
育
園
・
幼
稚
園
・
学
童
保
育
所
等
の
機
能

の
強
化

◦
保
育
園
の
子
育
て
支
援
機
能
の
充
実

　
地
域
の
子
育
て
施
設
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
す
る
と
と
も
に
、
相
談
機
能
を
強
化
す
る
な

ど
、
身
近
な
在
宅
子
育
て
支
援
の
拠
点
と
な
る

よ
う
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

◦
効
率
的
な
保
育
園
の
運
営
に
向
け
た
検
討

　
今
後
の
市
内
保
育
施
設
の
適
正
配
置
や
、
公
立

保
育
園
に
求
め
ら
れ
る
役
割
の
視
点
か
ら
、
今
後

の
保
育
施
設
の
在
り
方
を
検
討
し
ま
す
。

教
育

第2
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
基
盤
と
し
た

小
・
中
一
貫
教
育
を
一
層
充
実
さ
せ
る
と
と
も

に
、
個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
の
推

進
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、ス
ク
ー
ル
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発
展
に
向
け
、
地
域
の
共
有

地「
コ
モ
ン
ズ
」と
し
て
の
学
校
へ
の
移
行
を
め

ざ
し
、
学
校
3
部
制
を
推
進
し
ま
す
。

❶
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
基
盤
と
し
た

小
・
中
一
貫
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実

◦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
機
能
の
充
実

　

よ
り
一
体
感
の
あ
る
学
園
・
学
校
運
営
や

小
・
中
一
貫
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
・
発
展

を
め
ざ
し
、
協
議
機
関
と
し
て
の
協
議
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

◦
小
・
中
一
貫
教
育
の
充
実
と
発
展

　
小
・
中
一
貫
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ
く
連
続

性
と
系
統
性
の
あ
る
学
習
を
保
障
す
る
と
と
も

に
、「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」の
充
実
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
国
立
天
文
台
周
辺
の
ま
ち
づ 大沢台小学校地域子どもクラブの様子

デジタル・シティズンシップ熟議の様子

個
性
が
輝
き
笑
顔

個
性
が
輝
き
笑
顔

あ
ふ
れ
る
子
ど
も
・

あ
ふ
れ
る
子
ど
も
・

教
育
の
ま
ち

教
育
の
ま
ち

第❼部

心
豊
か
に
生
き
が
い
を

心
豊
か
に
生
き
が
い
を

高
め
る
生
涯
学
習
、

高
め
る
生
涯
学
習
、

ス
ポ
ー
ツ
、

ス
ポ
ー
ツ
、

芸
術
・
文
化
の
ま
ち

芸
術
・
文
化
の
ま
ち

第❽部
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役
」と
し
て
機
能
す
る
よ
う
見
直
し
、
地
域
が

必
要
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
柔
軟

に
提
供
で
き
る
組
織
と
な
る
こ
と
を
め
ざ
し

ま
す
。

❷
多
様
な
地
域
活
動
の
支
援
お
よ
び
団
体
間
の
連

携
・
協
力
の
促
進

◦
地
域
団
体
・
市
民
同
士
が
連
携
・
協
力
す
る

仕
組
み
づ
く
り

　
「
交
流
の
場
づ
く
り
」や
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活

用
し
た
情
報
発
信（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
見

え
る
化
）な
ど
に
取
り
組
み
、
団
体
が
相
互
に

連
携
・
協
力
で
き
る
関
係
性
や
相
談
支
援
体
制

の
構
築
を
促
進
し
ま
す
。

❸
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

◦「
地
域
ポ
イ
ン
ト
」の
さ
ら
な
る
充
実

　

ポ
イ
ン
ト
の
取
得
や
利
用
の
機
会
を
拡
充

し
、
多
く
の
市
民
へ
の
定
着
化
を
め
ざ
す
と
と

も
に
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

自
治
体
経
営
と
行
財
政
運
営

第2
　
時
代
の
潮
流
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
組
織
体

制
の
構
築
を
図
る
と
と
も
に
、
行
財
政
改
革
の

推
進
と
財
政
基
盤
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

❶
柔
軟
か
つ
機
動
的
な
組
織
づ
く
り
と
人
財
育
成

の
推
進

◦
柔
軟
か
つ
機
動
的
な
組
織
づ
く
り

　
市
民
の
暮
ら
し
に
寄
り
添
い
対
応
し
て
い
く

た
め
、
適
切
な
組
織
体
制
を
確
立
す
る
ほ
か
、

職
員
定
数
の
適
正
管
理
、
職
員
配
置
の
最
適
化

を
図
り
ま
す
。

方（
仮
称
）」の
策
定
に
向
け
て
検
討
し
ま
す
。
ま

た
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
魅
力
的
な
事
業
運

営
を
推
進
し
ま
す
。

❸「
星
と
森
と
絵
本
の
家
」の
特
色
あ
る
運
営

◦
国
立
天
文
台
と
の
連
携

　
国
立
天
文
台
の
助
言
を
受
け
て
事
業
を
実
施

し
、
子
ど
も
た
ち
が
科
学
へ
の
関
心
を
持
つ
た

め
の
基
礎
を
育
む
活
動
を
行
い
ま
す
。

❹
市
立
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
美
術
館
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り

◦
観
光
施
策
等
と
連
携
し
た
ま
ち
づ
く
り
の

推
進

　
市
立
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
美
術
館
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
、
国
際
的
な
文
化

都
市
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
市
内
に
あ
る
多
彩

な
芸
術
文
化
資
源
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。

❺
芸
術
文
化
の
振
興

◦
誰
も
が
芸
術
文
化
に
触
れ
ら
れ
る
機
会
の

提
供

　
誰
も
が
気
軽
に
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
で
、
多
様

な
芸
術
文
化
に
触
れ
ら
れ
る
機
会
の
提
供
を
め

ざ
し
、
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
作
品
の
展
示
な

ど
、
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
を
推
進
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ

第4
　
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応

じ
た
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
の
推
進
に
よ
る
心
と
体

の
健
康
都
市
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

人
生
1
0
0
年
時
代
に
お
け
る
共
生
社
会
と

「
ひ
と
り
1
ス
ポ
ー
ツ
の
三
鷹
」の
実
現
を
め
ざ

す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
学
び
を
支
援
す
る
コ
ー 

デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

図
書
館

第2
　
「
人
と
本
と
情
報
が
つ
な
が
り
、
市
民
に
役

立
つ
身
近
な
図
書
館
」の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

ま
た
、
図
書
館
か
ら
の
情
報
発
信
を
強
化
し
、

図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
よ
り
市
民
満
足
度

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

❶
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
と
図
書
館
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
再
構
築

◦
電
子
書
籍
資
料
を
含
め
た
図
書
館
資
料
の
充

実
　
図
書
館
資
料
の
一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、「
み
た
か
電
子
書
籍
サ
ー
ビ
ス
」を
計
画

的
に
拡
充
し
、
利
用
者
満
足
度
の
向
上
を
め
ざ

し
ま
す
。

◦
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
整
備
と
連
動
し
た
今
後

の
図
書
館
の
在
り
方
の
検
討

　
施
設
の
複
合
化
や
学
校
図
書
館
の
地
域
開
放

な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
図
書
館
の
在
り
方
を
含
め

て
検
討
を
続
け
ま
す
。

❷
図
書
館
施
設
の
適
切
な
維
持
・
補
修
と
図
書

館
シ
ス
テ
ム
の
更
新

◦
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
更
新

　
利
用
者
か
ら
の
意
見
を
精
査
し
て
機
能
に
反

映
す
る
な
ど
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

芸
術
・
文
化

第3
　
多
彩
な
芸
術
文
化
資
源
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
、
芸
術
文
化
の
振
興
と
市
民
の
文

化
活
動
の
活
性
化
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま
た
、
芸

術
文
化
の
担
い
手
の
育
成
や
、
誰
も
が
芸
術
文

化
に
触
れ
、
参
加
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

❶
三
鷹
市
ゆ
か
り
の
文
化
人
の
顕
彰

◦
文
化
施
設
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
向
け
た
取

り
組
み

　
市
内
の
文
化
施
設
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図

る
と
と
も
に
、
よ
り
多
く
の
方
に
鑑
賞
の
機
会

を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
三
鷹
駅
前
地
区
再
開

発
の
中
で
太
宰
治
文
学
施
設（
仮
称
）の
設
置
を

検
討
し
ま
す
。

❷「
三
鷹
ま
る
ご
と
博
物
館
」の
魅
力
的
な
運
営

◦「
三
鷹
ま
る
ご
と
博
物
館
」事
業
の
推
進

　
「
ま
る
ご
と
博
物
館
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え

❷
健
全
な
財
政
の
推
進
と
事
務
の
執
行

◦
ま
ち
づ
く
り
応
援
寄
付
の
推
進

　
地
域
資
源
を
活
用
し
た
返
礼
品
の
拡
充
や
効

果
的
な
Ｐ
Ｒ
な
ど
に
よ
り
、
市
へ
の
寄
付
の
拡

大
を
図
る
と
と
も
に
、
市
外
か
ら
足
を
運
ん

で
も
ら
う
体
験
型
の
仕
組
み
を
導
入
し
ま
す
。

❸
公
共
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
の
推
進

◦
総
合
的
な
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進

　
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
の
両
面
か
ら
総
合
的
に
公

共
施
設
の
建
て
替
え
や
再
編
に
取
り
組
む
な
ど

適
切
な
維
持
管
理
に
よ
る
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
推
進
し
ま
す
。

❹
広
報
・
広
聴
・
情
報
発
信（
情
報
公
開
）の
強
化

◦
戦
略
的
な
広
報
活
動
の
推
進

　
広
報
媒
体
を
複
合
的
か
つ
効
果
的
に
活
用

す
る
と
と
も
に
、
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
視
点
を
持
っ
た
情
報
発
信
の
在
り
方
を

検
討
し
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化

第3
　
業
務
の
効
率
化
を
進
め
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

さ
ら
な
る
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
情

報
化
を
推
進
し
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
と
感

じ
ら
れ
る
ま
ち「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
三
鷹
」を
実

現
し
ま
す
。

❶
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
向
上

◦
行
政
手
続
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
促
進

　
「
書
か
な
い
窓
口
」「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
」な

ど
に
よ
り
、
利
用
者
の
利
便
性
向
上
を
図
る
ほ

か
、
き
め
細
か
な
相
談
機
能
の
充
実
な
ど
、
誰

に
で
も「
や
さ
し
い
窓
口
」を
め
ざ
し
ま
す
。

❷
地
域
情
報
化
の
推
進

◦
情
報
伝
達
に
関
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

構
築

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
構
築
し
、
必
要
な
情
報
に
迅
速
に
ア
ク
セ

ス
で
き
る
仕
組
み
を
実
現
し
ま
す
。

❸
効
率
的
な
業
務
体
制
の
構
築

◦
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
業
務
効
率
化
の

徹
底

　
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
と
抜
本
的
な
業
務
の

見
直
し（
Ｂ
Ｐ
Ｒ
）の
推
進
に
よ
り
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
質（
Ｑ
Ｏ
Ｓ
）の
向
上
に
つ
な
げ
る
と
と

も
に
、
デ
ジ
タ
ル
人
財
の
育
成
・
推
進
体
制
の

整
備
を
図
り
ま
す
。

し
ま
す
。

❶
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
環
境
の
整
備

◦
井
口
グ
ラ
ウ
ン
ド（
仮
称
）の
整
備
と
効
率
的

な
運
営

　
令
和
7
年
度
の
利
用
開
始
に
向
け
て
、
井
口

グ
ラ
ウ
ン
ド（
仮
称
）を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、

利
用
者
視
点
に
立
っ
た
市
民
満
足
度
の
高
い
効

率
的
な
運
営
を
行
い
ま
す
。

❷
誰
も
が
目
的
に
応
じ
て
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ

ラ
イ
フ
の
推
進

◦
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康
都
市
づ
く
り
の
推
進

　
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
の
向
上
を
通
じ
た
健
康
都

市
づ
く
り
を
推
進
し
、
市
民
の
健
康
増
進
を
図

り
ま
す
。

❸
ス
ポ
ー
ツ
団
体
・
関
係
機
関
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
と
連
携
し
た
支
え
る
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

◦
地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
と
ス
ポ
ー
ツ
を

支
え
る
人
財
の
育
成

　
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
支
え
る
関

係
団
体
と
の
連
携
強
化
お
よ
び
活
動
の
推
進
を

図
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
支
え
る
人
財
を

育
成
し
、
誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が

で
き
る
環
境
を
つ
く
り
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
生
と

参
加
と
協
働

第1
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
在
り
方
の
見
直
し
を
図
る

と
と
も
に
、
市
民
参
加
と
協
働
を
一
体
的
な
も

の
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

❶
地
域
に
寄
り
添
っ
た
支
援
と
サ
ー
ビ
ス
提
供

◦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
の
新
た
な
役

割
・
機
能
の
検
討

　
地
域
を
支
え
る
多
様
な
活
動
を
創
出
し
、「
よ

ろ
ず
相
談
所
」の
よ
う
な「
人
が
集
ま
る
機
能
」

を
整
備
・
強
化
す
る
な
ど
、
幅
広
い
市
民
の
利

用
を
促
進
し
ま
す
。

◦
住
民
協
議
会
の
新
た
な
役
割
・
機
能
の
検
討

　

地
域
の
人
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の「
つ
な
ぎ

大沢の里水車経営農家の水車機構

三鷹市独自の地域通貨「みたか地域ポイント」

い
き
い
き
と

い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る

暮
ら
せ
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

自
治
の
ま
ち

自
治
の
ま
ち

第❾部
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第❻部　誰もが安心して暮らせる健康・福祉のまち

施策 施策の達成度を測る指標（KGI） 策定時
（4年度調査）

地域福祉
社会福祉を増進するために活動する「民生
委員・児童委員」の役割又は名称を知って
いる市民の割合

83.2%

高齢者福祉 高齢者が暮らしやすいまちと感じている市
民の割合 48.6%

障がい者
福祉

障がいのある人が暮らしやすいまちと感じ
ている市民の割合 27.1%

生活支援
経済的な困窮状態に陥ったとしても、安心
して暮らせるまちだと感じている市民の 
割合

21.6%

健康増進 日ごろから健康の維持・増進に取り組んで
いる市民の割合 71.4%

第❶部　日々の暮らしの基盤となる平和・人権のまち

施策 施策の達成度を測る指標（KGI） 策定時
（4年度調査）

平和 市の平和施策が市民の平和への意識醸成に
効果があると感じている市民の割合 32.4%

人権 最近、人権が侵害されたと感じたことがあ
る市民の割合 7.5%

男女平等
参画

性別等による不利益を受けたことがある
（見たことがある）市民の割合 16.2%

国際化 国籍や文化が異なる市民等と良好な関係を
築けている市民の割合 33.4%

第❼部　個性が輝き笑顔あふれる子ども・教育のまち

施策 施策の達成度を測る指標（KGI） 策定時
（4年度調査）

子ども・
子育て支援

子育て世帯が暮らしやすいまちと感じてい
る市民の割合 58.5%

教育 小・中学校の教育が充実していると感じて
いる市民の割合 49.6%

第❷部　魅力あふれる活力・にぎわいのまち

施策 施策の達成度を測る指標（KGI） 策定時
（4年度調査）

都市農業 農地が必要であると感じている市民の割合 88.3%

地域経済

市内産業の存在が三鷹市の魅力向上と活
性化につながっていると感じている市民
の割合

63.0%

地域の商店(街）を日ごろから利用している
市民の割合 72.1%

都市観光 三鷹市の魅力のPRが十分に行われている
と感じている市民の割合 16.5%

第❽部　心豊かに生きがいを高める
　　　　生涯学習、スポーツ、芸術・文化のまち

施策 施策の達成度を測る指標（KGI） 策定時
（4年度調査）

生涯学習
生涯学習活動（スポーツ、芸術文化、図書
館活動を除く。）に取り組んでいる市民の割
合

49.7%

図書館 1か月に1日以上三鷹市立図書館を利用し
ている市民の割合 15.1%

芸術・文化 芸術文化活動に取り組んでいる市民の割合 72.2%

スポーツ 週1回以上スポーツ活動を行っている市民の
割合 57.5%

第❸部　地域の特性が生きる緑豊かで快適空間のまち

施策 施策の達成度を測る指標（KGI） 策定時
（4年度調査）

都市再生 三鷹に住み続けたいと思う市民の割合 93.1%

道路 普段利用している道路が通行しやすいと感
じている市民の割合 38.8%

住環境 自分の住む地域が良好な住環境であると感
じている市民の割合 87.2%

交通環境
自宅などから目的地まで円滑に移動できる
交通ネットワークが形成されていると感じ
ている市民の割合

68.5%

緑と公園 地域の自然環境と生活環境が調和している
と感じている市民の割合 74.2%

第❾部　いきいきと暮らせるコミュニティ・自治のまち

施策 施策の達成度を測る指標（KGI） 策定時
（4年度調査）

コミュニティ
創生と参加
と協働

地域コミュニティや地域活動に参加したい
と感じている市民の割合 23.6%

市民の意見が市政に反映されていると感じ
ている市民の割合 16.3%

自治体経営
と行財政
運営

三鷹市役所を行政機関として信頼している
市民の割合 88.4%

必要なときに必要な市の情報が得られてい
ると感じている市民の割合 58.7%

デジタル化 デジタル技術を活用した行政サービスの提
供に満足している市民の割合 23.3%

第❹部　生命と暮らしを守る防災・減災・安全安心のまち

施策 施策の達成度を測る指標（KGI） 策定時
（4年度調査）

防犯 自分の住む地域が犯罪がなく安心して暮ら
せると感じている市民の割合 71.6%

防災 日ごろから災害に備えている（備蓄・防災
用具・避難所の把握）市民の割合 86.3%

消費者保護 過去2～3年の間、消費者トラブルに遭っ
たことがある市民の割合 4.7%

第❺部　持続可能な社会を実現する環境・循環のまち
施策 施策の達成度を測る指標（KGI） 策定時

（4年度調査）

環境 環境に配慮した行動を実施している市民の
割合 97.4%

ごみ処理 日ごろからごみの排出抑制やリサイクルを
実践している市民の割合 87.3%

下水道 豪雨時に不安を感じる市民の割合 22.5%

　この指標は、計画期間に掲げる施策および主要事業の推進により、策定時における数値を維持・向上させることを目標として設定
するものです。計画期間である4年を超えた中・長期的な目標とし、4年ごとの計画策定時における実績値を推移として明確にしな
がら、各施策および主要事業の展開を図ります。
　なお、数値の算出に当たっては、令和4年10月に実施した「第5次三鷹市基本計画策定に向けた市民満足度調査※」を根拠としています。

※第5次三鷹市基本計画策定に向けた市民満足度調査（令和4年10月）
　同計画の策定に向けた基礎調査の一環として、市民の皆さんの市政に関す
る思いや考え、評価などを伺うため、4年10月に実施しました。
　無作為で抽出した満15歳以上の市民3,500人に調査票を郵送し、1,529人の
方から回答をいただきました。

施策の達成度を測る指標（KGI）
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QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

　『第5次三鷹市基本計画（1次案）』の確定に伴い、
市民の皆さんへアンケートを実施します。
　回答内容は、統計的な資料作成に使用します。

ア ン ケ ー ト へ の 回 答 方 法
◆募集期間　１月14日㈰～１月28日㈰（必着）
◆募集方法
　1月28日㈰（必着）までに、募集フォーム（下記QRコード）または郵送、ファクス、
電子メールで回答してください。 「〒181-8555野崎1-1-1 第5次三鷹
市基本計画担当」・ 0422-29-9279・ kikaku@city.mitaka.lg.jp
※送信費用は、送信者の負担となります。

ア ン ケ ー ト 内 容
問1 	年齢

 ①10代以下　②20代　③30代　④40代　⑤50代　⑥60代　⑦70代　
 ⑧80代以上

問2 	居住地区
 ①井の頭　②牟礼　③北野　④新川　⑤中原　⑥井口　⑦上連雀　
 ⑧下連雀　⑨野崎　⑩大沢　⑪深大寺　⑫市外

問3 	『第5次三鷹市基本計画（1次案）』に関して、優先的に取り組んだほ
	 うがよいと思う項目について以下から3つ選んでください。
　　　 ① 日々の暮らしの基盤となる平和・人権のまち 
　　　 ② 魅力あふれる活力・にぎわいのまち 
　　　 ③ 地域の特性が生きる緑豊かで快適空間のまち 
　　　 ④ 生命と暮らしを守る防災・減災・安全安心のまち 
　　　 ⑤ 持続可能な社会を実現する環境・循環のまち 
　　　 ⑥ 誰もが安心して暮らせる健康・福祉のまち 
　　　 ⑦ 個性が輝き笑顔あふれる子ども・教育のまち 
　　　 ⑧ 心豊かに生きがいを高める生涯学習、スポーツ、芸術・文化のまち
　　　 ⑨ いきいきと暮らせるコミュニティ・自治のまち

問4 	その他、		『第5次三鷹市基本計画（1次案）』に関してご意見等があ
	 りましたら、ご自由にお書きください。

第1ステップ第1ステップ（令和5年9月）（令和5年9月）

第2ステップ第2ステップ（5年12月）（5年12月）

第3ステップ第3ステップ（6年3月）（6年3月）

計画確定計画確定（6年6月）（6年6月）

　マチコエとは、市が令和3年4月に設置した「三鷹市市民参加でまちづくり協議会」の愛称です。公
募などで集まった市民ボランティアのメンバーが市民の皆さんの声を集めて話し合い、より良い三
鷹の未来のまちづくりのアイデアを市に提案することを目的に活動しました。基本計画（1次案）は、
マチコエからの政策提案（未来のまちづくりアイデア集）などを踏まえ、策定したものです。

政策提案に向けた活動

Machikoeのこれまでの活動
マ チ コ エ

アンケートにご協力ください 第5次三鷹市基本計画確定の
ステップ

基本方針
　「第5次三鷹市基本計画
策定に向けた基本方針」
として、第5次基本計画
策定に向けた基本的な方
向を提示したものです。

1次案
　施策の体系、主要事業
などを提示したものです。

2次案
　財政フレームを加える
など、全文を提示したも
のです。 パブリックコメントの実施

市民会議・審議会

学識経験者への意見聴取
アンケートの実施（左記）
市民会議・審議会

マチコエの政策提案反映
（下記をご覧ください）

　各部会・グループでは、メンバー同士で議論を深めるとともに、アンケートやワークショップなどまちの声
を聴く活動を行いました。定期的に全体会を開催し、進捗状況などを報告しました。政策提案の内容はみたか
e-bookポータルでご覧いただけます。

開催日 活動名 内　容

令和4年3月26日　 第1回全体会 7部会、23グループの活動が 本格的に始動。今後どのような
活動を行っていくのか、政策テーマを発表。

令和4年7月16日 第2回全体会 何を目的に、誰を対象に、どんな手法でまちの声を聴いてい
くのか、各グループが意気込みを発表。

令和5年3月4日　 第3回全体会 これまで集めたまちの声を基に、未来のまちづくりに向けた
政策提案（1次提案）を作成。

令和5年7月8日 第4回全体会 1次提案の内容をグループで議論してさらに磨き上げ、約2年間
の活動の集大成となる政策提案を市に提出。

令和5年10月～12月 政策提案後
政策提案の基本計画などへの反映についての検討状況をグルー
プに伝えるため、マチコエメンバーと市職員との意見交換会を
実施（合計28回）。
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